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会社概要

平成２６年９月２９日発足


村民３２名による出資で立ち上がった


メガソーラーを計画するも、無制限出力抑制によ
り断念


小規模分散の計画に変更



「一家に一台」

小林稔社長の目指すもの


３０頭肉牛農家


１０町歩稲作農家


一家に一台


分散型エネルギー



地域資源を生かしたいが



その日まで
「受け継がれる日まで私が
守る」


不安も大きい


自活の模索（政策待ちだけ
では）


支えているのはFITと世界潮
流



再エネ３つの壁

許認可 資金調達

合意形成

農地法

農業振興地域整備計画

放射性物質汚染対処特措法

景観条例


信用金庫・地方銀行の協調融資


ABL（動産・債権譲渡担保融資）


発電シュミレーション

キャッシュフロー計算


賃貸借契約・設定登記

分散型ゆえの住民合意の難しさ

新しいことへの抵抗




課題のいくつか

農地法　→　ソーラーシェアリングで突破


除染・作付制限　→　区分地上権で突破


系統連携　→　４月以降に期待するも全体計画が
見えない。


FIT価格の低下　→　自社施工・共同発注で突破





仲間と共に新しい地平へ、自立型社会を目指して


